
６. ま　　　と　　　め

ＺＳＣは，今までにない有機金属塩ポリマーによるグラ

フト反応と微分散構造という新しい補強形態を開拓した．

またここでは，過酸化物架橋系の速度論的な解析を試み，

ＨＮＢＲ/メタクリル酸亜鉛系ナノコンポジットの特異的

グラフト反応機構を明らかにした．

参 　 考 　 文 　 献

１）luzneski, P. R. : Rubber Chem. Technol., 74, 451（2001）
２）編集委員会：日ゴム協誌，70，386（1997）
３）日本ゴム協会編：新版ゴム技術の基礎，日本ゴム協会（1999）

４）神原　周，井本　稔：増補　プラスチックおよびゴム用添加剤

実用便覧，化学工業社（1987）

５）井手文雄：グラフト重合とその応用，高分子刊行会（1977）

６）藤巻達雄，森田浩一：日ゴム協誌，71，562（1998）
７）斎藤　章：日ゴム協誌，71，315（1998）
８）野村顕正，高野 仁，豊田明宣，斎藤孝臣：日ゴム協誌，66，
830（1993）

９）Nagata, N., Sato, T., Fujii, T., Saito, Y. : J Appl. Polym Sci., Polym

Symp.,  53, 103（1994）
10）井上　隆：日ゴム協誌，71，186（1998）
11）伊庭斉志：遺伝的アルゴリズムの基礎，オーム社（1994）

12） Han, I. -S. , Chung, C. -B. , Lee, J. -W. : Rubber Chem. Technol., 73,
101（2000）

13）Sato,T., et al. : Rubber Chem. Technol., 投稿中

14）佐藤　隆，ポリファイル，No. 453，（2001）

15）斎藤孝臣，浅田美佐子，西村浩一，豊田明宣：日ゴム協誌，67，
867（1994）

16）西村浩一，プラスチックス，No. 9，64（1994）

（ 63 ） １６７

佐藤　隆第75巻　第4号（2002）

＊ ＊

＊ ＊ ＊

豆　知　識　⑰

Hermann Staudinger（1881－1965）
ドイツのヘッセン州ボムスルに生まれたシュタウディン

ガーは植物が好きで，その基礎を勉強するつもりで化学畑

へ入った．1903年ハレ大学で学位を得，1912年チューリ

ヒの連邦工科大学の教授，1926年フライブルク大学教授．

彼の最大の業績は，ゴム，セルロース，蛋白質などが，

原子が化学結合により結びついている高分子であることを

証明したことにある．1920年頃の学会ではタンパク質な

どを水で薄めるとコロイド状になる理由は，小さい分子が

会合し分子間力で凝集するためと信じられていた．彼がセ

ルロースの研究から「単位分子が鎖上に連結している巨大

分子説」を提唱したところ，高名なノーベル化学賞受賞者

も含め，「分子量が10万以上の分子概念などは，聞くだけ

で空恐ろしい．」と激しい反発を招いた．彼は研究方法を

一変し，ポリマーを溶解した液の粘度の研究から，粘度と

分子量の関係を示すシュタウディンガーの粘度則を見出し

た．それでも反対派は「新理論が正しいなら，単位分子を

つないで巨大分子をつくって見せろ．」と反撃に出てきた．

そこでポリマー合成を企てたが，生成したものは低分子で

しかなかった．しかし，この時に低分子から合成された高

分子であるポリエチレンの発見とナイロンの発明がイギリ

スとアメリカから彗星のように登場し，彼の考えの正しさ

が立証された．

1953年ノーベル化学賞受賞．1966年国際的ゴム科学の

殿堂入り．
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